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高
市
内
閣
が
特
別
国
会
会
期
末

ギ
リ
ギ
リ
に
提
出
し
た
皇
室
典

範
改
定
案
。
衆
参
両
院
合
わ
せ

て
わ
ず
か
６
時
間
の
審
議
で
強

行
採
決
。
国
民
の
総
意
で
あ
る
女

性
・
女
系
天
皇
を
排
除
す
る
な
ど
問

題
だ
ら
け
の
法
案
だ
。 

さ
ら
に
、
表
現
の
自
由
を
踏
み
に

じ
る
違
憲
の
国
旗
損
壊
処
罰
法
、
再
審

制
度
（
刑
事
裁
判
の
や
り
な
お
し
）
に

関
す
る
改
定
刑
事
訴
訟
法
が
、
国
会
で

は
ほ
と
ん
ど
議
論
さ
れ
な
い
ま
ま
国
会

会
期
末
に
成
立
し
た
。 

一
方
、
自
民
・
維
新
は
、
議
会
制

民
主
主
義
の
土
台
を
崩
す
衆
院
比
例

定
数
削
減
を
強
行
し
よ
う
と
し
た

が
、
野
党
が
結
束
し
て
抗
議
し
、
成

立
を
断
念
さ
せ
た
。 

野
党
が
結
束
す
れ
ば
、
圧
倒
的
な

「
数
の
力
」
で
の
悪
法
の
ゴ
リ
押
し

も
阻
止
で
き
る
こ
と
を
示
し
た
。
国

会
は
、
議
論
を
行
う
場
。
議
論
抜
き

の
採
決
強
行
を
許
し
て

は
な
ら
な
い
。 

  

政
府
が
神
戸
空
港
、

伊
丹
空
港
、
姫
路
港
を
「
特
定
利
用

空
港
・
港
湾
」
に
指
定
し
よ
う
と
し

て
い
る
。 

高
市
政
権
が
進
め
る
「
有
事
」
に

備
え
て
自
衛
隊
や
米
軍
が
一
体
と

な
っ
て
、
民
間
の
空
港
、
港
湾
で
、

日
常
的
に
訓
練
す
る
た
め
だ
。
日
本

共
産
党
参
議
院
議
員
の
山
添
拓
議
員

は
、
「
有
事
を
前
提
と
し
た
社
会
・

産
業
構
造
の
強
靭
化
」
の
た
め
に

「
有
事
の
日
常
化
」
を
図
ろ
う
と
し

て
い
る
と
指
摘
。 

神
戸
港
は
「
非
核
神
戸
方
式
」
に

よ
り
外
国
艦
船
に
「
核
を
積
ん
で
い

な
い
」
こ
と
を
示
す
非
核
証
明
書
の

提
出
を
求
め
、
非
核
都
市
神
戸
を

守
っ
て
き
た
。
世
界
に
誇
る
平
和
の

港
だ
。
こ
れ
を
政
府
は
壊
そ
う
と
し

て
い
る
。 

平
和
を
願
う
人
々
の
未
来
の
た
め

に
も
兵
庫
の
空
港
と
港
を
出
撃
拠
点

に
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。 
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年
間
一
時
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非
正
規
社
員
に
も
報
い
る
べ
き 

非
正
規
社
員
の 

待
遇
改
善
を 

役
員
や
従
業
員
が
最
高
益
の

恩
恵
を
受
け
て
も
、
非
正
規
社
員

に
は
な
に
も
還
元
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
非
正
規
社
員
の
方
か
ら
は

「
私
た
ち
に
は
関
係
な
い
」
「
同

じ
仕
事
を
し
て
、
や
る
気
が
な
く

な
る
」
と
の
声
も
聞
か
れ
ま
す
。 

川
重
の
中
で
約
４
割
の
非
正

規
社
員
の
方
が
生
産
に
携
わ
っ
て

お
り
、
こ
の
最
高
益
も
こ
の
方
々

の
働
き
が
あ
っ
て
達
成
で
き
た
も

の
で
す
。
内
部
留
保
の
一
部
を
使

え
ば
、
単
価
の
見
直
し
や
一
時
金

の
支
給
は
十
分
可
能
で
す
。 

非
正
規
社
員
抜
き
に
し
て
は

生
産
が
出
来
な
い
の
が
実
態
で

す
。
非
正
規
社
員
の
待
遇
改
善
が

不
可
欠
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

裁
判
は
和
解
し
た
け
れ
ど 

和
解
に
至
る
ま
で
川
重
は
一
切

の
責
任
が
な
い
と
言
い
続
け
ま
し

た
。
橋
本
社
長
は
、
今
年
の
株
主

総
会
で
ご
遺
族
に
対
し
て
「
お
悔

や
み
」
「
会
社
へ
の
貢
献
に
感

謝
」
は
述
べ
ま
し
た
が
、
謝
罪
の

言
葉
は
聞
け
ま
せ
ん
で
し
た
。 

再
発
防
止
に
つ
い
て
は
、
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
既
に
有
る
、
海
外

現
地
の
声
を
聞
く
取
り
組
み
を
強

化
す
る
と
述
べ
る
だ
け
で
、
二
度

と
同
じ
よ
う
な
事
件
を
起
こ
さ
な

い
熱
意
は
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
本
件
過
労
死
事
件
で
は
、
被

害
者
に
寄
り
添
わ
な
い
川
重
と
労

組
の
対
応
に
疑
問
の
声
が
多
く
聞

か
れ
ま
し
た
。 

 過
労
死
を
な
く
す 

た
た
か
い
は
続
く 

川
重
過
労
死
事
件
の
被
害
者
遺
族 

過
労
死
裁
判
和
解 

過
労
死
の
な
い
企
業
へ 

は
「
こ
の
和
解
は
私
た
ち
家
族
だ
け

で
な
く
、
海
外
で
働
く
労
働
者
の
安

全
を
考
え
る
上
で
も
大
き
な
意
義

を
持
つ
も
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。 

同
じ
よ
う
に
海
外
赴
任
中
の
過

労
死
事
件
を
起
こ
し
た
カ
ナ
デ
ビ

ア
（
旧
：
日
立
造
船
）
は
、
裁
判
で

争
う
こ
と
も
な
く
、
ご
遺
族
と
話
し

合
い
、
謝
罪
し
て
い
ま
す
。
ま
た
再

発
防
止
の
た
め
の
「
海
外
派
遣
者
健

康
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
ご
遺
族
と

共
同
で
完
成
さ
せ
、
自
社
の
Ｈ
Ｐ
に

掲
載
し
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
事
態

を
起
こ
さ
な
い
と
の
強
い
決
意
を

表
明
し
て
い
ま
す
。 

 

川
重
は
災
害
を
全
社
に
周
知
し

再
発
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ
の

過
労
死
事
件
と
裁
判
和
解
に
つ
い

て
も
社
員
に
周
知
し
、
確
実
な
再
発

防
止
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
ご
遺
族
へ

の
誠
意
あ
る
態
度
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

 

   白川郷 

 

昨
年
も
最
高
益
と
な
り
、
今
年

の
年
間
一
時
金
は
Ｋ
Ｈ
Ｉ
・
Ｋ
Ｒ

Ｍ
は
約
２
３
０
万
円
の
支
給
額
に

な
り
ま
し
た
。 

従
業
員
か
ら
は
「
２
年
続
け
て

の
２
０
０
万
円
越
え
は
初
め
て
だ
」

と
の
声
も
聞
か
れ
ま
す
が
、
同
じ
会

社
で
働
く
非
正
規
社
員
は
こ
の
一
時

金
と
は
無
縁
で
あ
り
、
蚊
帳
の
外
に

置
か
れ
た
ま
ま
で
す
。 

 役
員
に
は
大
幅
な
報
酬
、

内
部
留
保
も
増
額 

役
員
報
酬
は
総
額
が
８
億
円
か

ら
１
０
億
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
、

橋
本
社
長
の
報
酬
は
約
１
億
８
千

万
円
で
、
社
長
を
含
め
４
人
の
役

員
が
１
億
円
を
越
え
る
報
酬
で

す
。
ま
た
、
内
部
留
保
は
２
０
２

４
年
度
よ
り
１
、
０
０
０
億
円
以

上
増
え
、
約
７
、
７
０
０
億
円
に

な
り
ま
し
た
。 

川
重
従
業
員
の
清
島
浩
二
さ
ん

（
当
時
３
５
歳
）
の
過
労
死
事
件

発
生
か
ら
１
３
年
、
川
重
に
謝
罪

と
再
発
防
止
を
求
め
続
け
た
裁
判

は
、
今
年
４
月
１
６
日
に
大
阪
高

裁
で
和
解
し
ま
し
た
。 

 裁
判
の
争
点
と
意
義 

裁
判
を
通
し
て
明
ら
か
に
な
っ

た
こ
と
は
、
川
重
が
法
令
違
反
の

出
向
者
へ
の
業
務
指
示
を
行
っ
た

こ
と
、
過
酷
な
労
働
環
境
を
放
置

し
被
害
者
を
自
死
に
追
い
詰
め
た

こ
と
で
し
た
。 

ま
た
海
外
赴
任
労
働
者
の
労
働

時
間
管
理
、
心
理
的
な
支
援
体

制
、
安
全
配
慮
が
疎
か
で
あ
る
こ

と
、
海
外
赴
任
労
働
者
に
も
国
内

法
に
準
じ
た
労
働
者
を
守
る
法
制

度
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
社
会
に

問
い
か
け
ま
し
た
。 

 

 

「パートタイム・有期雇用労働法が 
変わる」 

 パートタイム・有期雇用労働者の待遇改善を進めるため、
「同一労働同一賃金」に関する施行規則と告示が改正されまし
た。（2026年10月１日施行） 

（１）雇い入れ時の労働条件の明示事項を追加 

現行の明示事項、昇給の有無、退職手当の有無、賞与の有
無、相談窓口に加え、新たに「待遇の相違の内容・理由等に関
する説明を求めることができる」旨の明示が必要となります。
（違反した者は10万円以下の過料に処されます） 

（２）｢同一労働同一賃金ガイドライン｣を改正 
ガイドラインはどのような待遇差が不合理なのかについて、考
え方や具体例などを示したものです 
〈新たに追加されたもの〉 
記載の充実：賞与・ 病気休職・福利厚生施設 
新規追加 ：家族手当・退職手当・ 住宅手当・夏季冬季休暇 
      無事故手当・褒賞 

（３）雇用管理の改善等に関する措置内容の変更 

正社員とパート・有期雇用労働者との間で待遇差がある場
合、事業主は労働者から求めがあれば、 

①待遇差の内容や理由 

 ②同法の第６条から第13条までの措置を講じるに当たって、     
考慮した事項 

 を説明しなければなりません。 

待遇改善の前進のために 
全労連は非正規労働者の大幅賃上げで 

均等待遇を実現させるとともに、たた 

かう労働組合に加入して職場で 

「不合理な格差」をなくそう 

と呼びかけています。 

 



 

 

 

低すぎるエネルギー・食料の自給率 

日本の低い自給率  
日本のエネルギー自給率は16.4％(2024年/OECD38カ国中37位)、

食料は38%(2024年/OECD中最下位)、実質的食料自給率(輸入飼料、
肥料など除く)は10％未満です。 
エネルギーでは、米国のイラン攻撃によるホルムズ海峡の封鎖の影

響を受けています。石油・ナフサ製品の不足や価格高騰、食料におい
ては円安による輸入価格の高騰や、生産量を抑えたコメ政策が、コメ
不足やコメ価格高騰をもたらしました。低い自給率は日本経済と国民
生活に困難をもたらしています。 
 
エネルギーと食料は国の根幹 

昨年、日本の夏は気温の統計開始以来もっとも暑い年となり、今年
6月ヨーロッパでは熱波で1万人以上が亡くなるなど、気温上昇は危機
的な水準に達しています。 
食糧も紛争や気候変動などにより、世界人口の約8.2％の約6億

7,300万人が飢餓(国連最新報告書)状態です。 
EUでは、発電電力量の半分は再生可能エネルギーであり、食料自給

率は約129％で、戦後の食糧難を教訓に、食料の安定供給や農家の所
得補償、環境保全を目的とした農業政策をとっています。 

 
国際情勢よる化石燃料の供給量や価格の変動に振り回されるのでな

く、現在の電力使用量の7倍とされる再生可能エネルギー(純国産エネ
ルギー)の利用を追求していくべきです。 
また食糧においても、コメの安定供給や、国土の4割を占める中山

間地の環境保全と調和した持続可能な農業経営を行うべきです。 
 
日本のエネルギー・食料政策を国の基幹産業に位置づけ、自給率向

上をはかるべきではないでしょうか。 
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ホ
ン
ト
に
昇
進
で
き
る
の
？ 

川
重
で
は
派
遣
の
方
も
転
換
試

験
を
経
て
、
正
社
員
に
な
る
事
が
出

来
ま
す
。
し
か
し
高
い
ス
キ
ル
や
経

験
を
持
っ
て
Ａ
１
に
な
っ
て
も
、
そ

こ
か
ら
何
年
も
上
が
る
こ
と
も
出

来
な
い
と
い
う
話
も
聞
き
ま
す
。
同

じ
様
な
仕
事
を
し
て
い
る
先
輩
社

員
の
方
と
比
べ
て
も
遜
色
無
い
の

に
お
か
し
い
の
で
は
、
な
い
で
し
ょ

う
か
？ 

同
一
労
働
同
一
賃
金
と
考
え
る

と
早
急
な
対
策
を
考
え
て
く
だ
さ

い
。
今
の
時
代
、
待
遇
の
良
い
会
社

も
た
く
さ
ん
あ
り
、
良
い
人
財
ほ
ど

外
に
出
て
い
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

そ
れ
な
の
に
今
年
の
株
主
総
会

で
は
、
役
員
報
酬
の
増
額
が
提
案
さ

れ
て
お
り
ま
す
。 

高
額
な
報
酬
を
得
ら
れ
る
経
営

陣
に
は
、
従
業
員
全
般
も
っ
と
広
く

見
渡
し
た
会
社
運
営
を
期
待
し
ま

す
。
（
西
神
戸
の
星
） 

    冤
罪
こ
そ
最
大
の
犯
罪
だ 

実
際
に
は
罪
を
犯
し
て
い
な
い

無
実
の
人
が
、
犯
罪
者
に
さ
れ
、

処
罰
さ
れ
る
冤
罪
（
え
ん
ざ
い
）

は
、
最
た
る
人
権
破
壊
で
す
。 

７
月
１
７
日
成
立
し
た
再
審
法

改
正
は
、
再
審
請
求
者
へ
の
証
拠

開
示
は
認
め
な
い
こ
と
。
ま
た
無

罪
判
決
が
出
て
も
、
再
審
請
求
が

認
め
ら
れ
て
も
、
検
察
が
「
十
分

な
根
拠
」
が
あ
る
と
判
断
す
れ
ば

異
議
申
し
立
て
を
可
能
と
し
て
い

る
。
こ
れ
で
は
冤
罪
（
え
ん
ざ

い
）
被
害
者
の
人
権
救
済
の
最
後

の
砦
と
し
て
の
再
審
制
度
と
は
言

え
な
く
な
る
。 

三
権
分
立
、
司
法
と
は
何
か
、

正
義
と
は
何
か
が
今
国
民
に
問
わ

れ
て
い
る
。
（
ア
ン
パ
ン
マ
ン
） 

 
     

読者の広場 
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投
稿
さ
れ
る
方
へ 

本
文
は
２
４
０
字
以
内
。工
場
名
・

ペ
ン
ネ
ー
ム
・
タ
イ
ト
ル
を
明
記
。

添
削
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。二
重

投
稿
は
不
可
。投
稿
先
は
下
記
へ
。 

カ
ワ
サ
キ
、
バ
イ
ク
の
売
り
上
げ 

大
丈
夫
？ 

Ｚ
９
０
０
Ｒ
Ｓ
の
話
題
や
人
気

も
一
段
落
し
て
、
売
り
上
げ
も
落
ち

て
き
ま
し
た
。 

カ
ワ
サ
キ
の
大
型
の
新
車
が
買

え
る
店
は
カ
ワ
サ
キ
プ
ラ
ザ
の
み

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
他
社
が

新
車
を
投
入
し
て
き
て
る
の
で
厳

し
く
な
り
そ
う
で
す
ね
？ （

Ａ
Ｋ
Ｚ
） 

    

納
涼
祭
復
活 

神
戸
工
場
で
は
、
潜
水
艦
修
繕
事

業
の
不
正
事
案
以
後
、
納
涼
祭
が
中

止
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら

開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

暑
い
グ
ラ
ン
ド
で
ビ
ー
ル
が
飲
め
る

ぞ
。 （

ビ
ー
ル
が
飲
み

た
い
社
員
）    

Ｎ
Ｏ 

Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ 

裸
の
王
様 

ル
ー
ル
や
法
律
、
国
際
法
の
頂
点

で
あ
る
国
連
憲
章
な
ど
は
、
人
類
が

経
験
や
失
敗
を
通
し
て
積
み
上
げ
て

き
た
も
の
。
こ
れ
ら
の
人
類
の
財
産

を
破
壊
す
る
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
横

暴
、
大
統
領
が
巨
額
を
株
式
に
投

資
、
狂
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
姿
に
驚
く

ば
か
り
。
ま
さ
に
暴
君
降
臨
だ
。
破

壊
と
対
立
、
ご
く
一
部
の
富
の
膨
大

化
と
貧
困
の
拡
大
、
こ
の
先
に
は
成

長
・
発
展
の
人
類
の
未
来
は
な
い
。

数
々
の
危
機
を
乗
り
越
え
て
き
た
歴

史
は
決
し
て
そ
う
は
さ
せ
な
い
と
信

じ
る
。 

 
 

（
ア
ン
デ
ル
サ
ン
） 

 

ま
ず
謝
罪
を 

川
重
過
労
死
裁
判
が
事
件
か
ら

１
３
年
の
今
年
、
和
解
し
た
と
聞

い
た
。
被
害
者
遺
族
に
と
っ
て
本

当
に
良
か
っ
た
と
祝
福
し
た
い
。 

和
解
し
た
こ
と
は
良
い
、
し
か

し
何
故
、
川
重
は
裁
判
で
争
っ
た
の

か
、
事
件
発
生
か
ら
和
解
す
る
ま
で

責
任
を
認
め
ず
、
謝
罪
す
ら
し
な

か
っ
た
と
聞
い
て
唖
然
と
す
る
。 

こ
の
過
労
死
裁
判
を
教
訓
に
し

て
二
度
と
こ
の
よ
う
な
過
労
死
を

起
こ
さ
せ
な
い
と
の
決
意
で
、
仕

事
の
さ
せ
方
、
管
理
の
仕
方
な
ど

改
善
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
も
ら

い
た
い
。 

（
Ｋ
ａ
ｗ
ａ
ｓ
ａ
ｋ
ｉ
覚
醒
） 

    庶
民
に
関
係
な
し 

株
価
が
過
去
最
高
値
を
記
録
し

た
が
、
全
く
実
感
が
な
い
。 

株
を
買
っ
て
る
の
は
外
国
人
ば

か
り
で
日
本
の
稼
ぐ
力
を
評
価
し

て
る
と
の
こ
と
。
低
賃
金
で
サ
ー

ビ
ス
残
業
ア
リ
で
、
コ
キ
使
っ
て

い
れ
ば
儲
か
る
は
ず
。 

一
般
庶
民
は
物
価
高
で
苦
し
ん

で
何
も
恩
恵
が
な
い
。 （

明
石
・
Ａ
） 

    

川
重
は
「
な
に
し
て
る
！
？
」 

自
衛
隊
と
川
重
が
共
同
開
発
し

た
０
１
式
軽
対
戦
車
誘
導
弾
（
対

戦
車
ミ
サ
イ
ル
）
、
偵
察
用
オ
ー

ト
バ
イ
（
Ｋ
Ｌ
Ｘ
２
５
０
忍
者

ダ
ッ
シ
ュ
）
な
ど
も
採
用
さ
れ
て

い
る
。
や
っ
ぱ
り
戦
争
と
か
か

わ
っ
て
い
る
じ
ゃ
ん
。 

（
明
石
の 

 

バ
イ
ク
王
） 

  
 

 

世
論
操
作
？ 

高
市
政
権
が
支
持
率
好
調
み
た
い

で
す
が
、
ま
わ
り
で
支
持
者
１
人
も

い
ま
せ
ん
。
ネ
ッ
ト
の
保
守
層
も
で

す
。
ま
さ
か
、
自
分
に
有
利
に
な
る

よ
う
に
世
論
操
作
し
て
い
ま
せ
ん

か
。
岸
田
や
石
破
に
比
べ
て
若
干
右

寄
り
な
だ
け
で
や
っ
て
る
こ
と
は
大

差
あ
り
ま
せ
ん
。 

（
た
か
か
ず
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

「水素からナフサを生産」 
 

日本は原油の約95%を中東に依存しており、中東情勢の緊迫化によ
るナフサ不足や価格高騰が起きています。 
2026年5月に橋本社長は「水素や天然ガスからナフサ（粗製ガソリ

ン）を生産する技術」による、原油に依存しない解決策を提案しまし
た。 

 
技術的には2019年にトルクメニスタンに納入実績があるプラント

で、天然ガス由来の水素などからガソリンを製造するものです。この
技術を応用してナフサや石油化学材料を製造できます。 
実用化には製造コスト面でいくつかのハードルがありますが、高コ

ストであっても「中東に頼らない確実な調達ルート」を、国内や友好
国（トルクメニスタン等）に確保し経済安全保障に貢献できるとして
います。 

 
日本政府は2030年までに合成燃料（eナフサなど）の商業化技術確

立を目標に掲げており、官民一体の支援でコストの
問題を解消することで実用化が期待さ
れます。 


